
｢第37回 物性若手夏の学校｣(1992年度)

サブセミ 表面

表面物性の分野において物性的にも工業的にも重要な現象として､古くから研究されてきた固体

表面におけるガス吸着､脱離を今年のサブゼミ｢表面｣のテーマとした｡特にシリコンを中心とした

半等休表面-のガス吸着は､半導休デバイスの小型化､高集積化が進むに伴へ デバイスの性能に影

響を及ぼすまでになってきており､近年､特に研究が盛んになってきている｡そのため､講演､発表

共にシリコン表面に関するものが中心となった｡講演､及び発表は以下の通 りである｡

講演 ｢半導休表面-のガス吸着と脱離｣ 大阪電気通信大学 安江常夫
発表 ｢高エネルギーイオン弾性反跳粒子検出法による半導休表面の水素定量とその
応用｣ 大阪大学工学部 大西秀朗 内藤正路
｢固体表面におけるNO分子の吸着 ･脱離過程｣ 大阪大学基礎工学部 坂本一之

内容的にかなり偏ってしまったのではないかという危があったが､夏の学校当日は予想を上回る

ほどの人数の参加があってサブゼミ両日とも教室が満月になる性どだった｡参加者の専攻分野も広範

囲にわたっていた｡安江先生の講演も､先生自身が昔夏の学校に参加した経験もあってか､基本的な

ところから分かりやすく話していただけたため､専門外の学生も十分ついて行けたのではないかと思

う｡また､二件の発表共特徴ある分析器を用いた実験についてであったため､物性的な事以外に装置

についての質問もかなりあって､サブゼミ自休かなり活発に質問､及び意見の交換があった｡忠艶会

でも専門的な話からそうでない話までいろいろな話題で盛 り上がり､知識吸収の卓と若手研究者間の

親睦､交流の境というサブゼミの目的は十分達成されたの{･はないかと思う｡

サブゼミ後半 (7/28,29)

サブゼミ 磁性 ｢低次元磁性｣

講師 福井大 ･工 網代 芳民

今回のサブゼミ ｢位性｣は､講師に福井大学工学部の網代芳民先生を迎え､ ｢低次元滋性｣という

テーマで､7/28,29の二日間行われました｡前半では低次元位性研究に関する歴史､後半ではハル

デン間醤及び､フラストレーション系における新しい相転移や秩序相に関する蓄電を中心に講義が進

められました｡-A,デン間蓮については､モデル物質であるNENPを用いて行われた実験的検証を

いくつかあげられ､間宗がどこまで解明されているか､また浅された諌賓として何があるか等を説明

されました｡フラストレーション系では三角格子のモデル物質ABX3型化合物 (準一次元 :漢一次

元鎖であるけれども､銀閣の相互作用がフラストレーH CsCoC13の中間相領域 (位気鎖が無秩序

性を保持している)で見られる磁気ソリトyや､CsMnBr3の相転移におけるNewUnivcrsalityの

検証実験､また準二次元三角格子で･あるABO2型化合物に関する話賓を説明されました｡

サブゼミ-の参加人数は､1日目が70-80人､2日目が60-70人と大変多く､ ｢低次元在位

｣-の関心の高さを示していると思います｡初日の夜の懇親会{･は他大学の人達と親睦が深められ､

有意義な時間でした｡ただ残念だったのは､サブゼミの行われた会場が大変広かったため､後ろに

座っていた参加者にとっては0ⅡPが見づらかったこと､また金券の都合上､講義の時間が大幅に短

縮されたため､網代先生に大変と迷惑をおかけしてしまったことです｡世話人 :九州大 ･工 伊藤 昌

和

サブゼミ 低温 ｢C6｡の物性｣
[1] ｢炭素系物質の物性｣ 講師 榎 敏明 (東工大 ･理)

最近､古老になっているサッカーボール状の球形分子 C60 (20個の炭素六月環と 12個の五月環が
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